
介護報酬における地域区分の引き上げについて 

 

１ 地域区分の引き上げの必要性                                

現在、市内の多くの介護事業所では介護人材の確保に苦慮しており、今後、介護サ

ービスを利用する要介護者がさらに増加するなか、介護人材を確保するための競争は

より厳しくなることが予測される。 
  介護事業所では、経費に占める人件費割合が高いため、介護報酬の地域区分の上乗

せ分を介護職員の給与に反映しやすい構造になっている。 
本市と隣接する自治体では、名古屋市、豊田市が３級地（15％）、豊明市、みよし市

が５級地（10％）と、本市より高い地域区分を設定しているが、本市に居住する介護

職員にとっては近隣自治体へ通勤することは容易なため、より高い給与を提示できる

他自治体の事業所に人材が流れてしまい、本市の事業所が慢性的な人手不足となるこ

とが懸念される。 

この介護人材の流出を防ぐためには、近隣自治体との介護報酬の格差を是正し、均

衡を保つために本市の地域区分を引き上げることで、介護職員の賃金レベルを近隣自

治体と競合できるレベルに保つ必要がある。 
地域区分の引き上げは、介護保険料の上昇、利用者負担額の増加、市負担金の増加な

ど、市民と市の負担を伴うものであるが、国庫、県費も活用しながら、介護報酬として介

護事業所に還元されるものであり、介護人材の確保や、介護事業所の経営安定につながる

ことで、市民が安心して介護サービスを継続的に受けることができる体制づくりに寄与

するものである。 

以上のことから、本市の介護報酬における地域区分を、第 10 期にっしん高齢者ゆめプ

ランの開始時期である令和９年度から、現在の６級地（6％）から引き上げる方向で検討

している。 

 

 

２ 介護事業所へ支払われる介護報酬の例                        

 

サービス 訪問介護（身体介護中心）30分～1時間 【1 回：387 単位】 

級地区分 ６級地（6％） ５級地（10％） ４級地（12％） 

介護報酬 387×10.42＝4,033 円 387×10.7＝4,141 円 387×10.84＝4,195 円 

 

サービス 認知症高齢者グループホーム（1 ユニット型） 要介護３ 【1 日：824 単位】 

級地区分 ６級地（6％） ５級地（10％） ４級地（12％） 

介護報酬 824×10.27＝8,462 円 824×10.45＝8,611 円 824×10.54＝8,685 円 
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３ 介護保険料への影響額                              

現時点で第 10 期計画（令和 9 年度～11年度）の介護保険料は算出することはでき

ないため、現在の第９期計画期間（令和 6 年度～8 年度）で地域区分を変更した場合

におきかえて影響額を試算した。 
 

級地区分 ６級地（6％） ５級地（10％） ４級地（12％） 

介護保険料（月額） 5,650 円 約 5,760 円 約 5,820 円 

影響額  約 110 円 約 170 円 

 
 
４ 近隣自治体の介護報酬地域区分の変遷                       

 

改定年度 2012 年度 2015 年度 2018 年度 2021 年度 2024 年度 

級地区分 上乗せ割合      

１級地 ２０％      

２級地 １６％      

３級地 １５％ 
 名古屋市 名古屋市 名古屋市 名古屋市 

豊田市 

４級地 １２％ 名古屋市   豊田市 
 

５級地 １０％ 
  豊田市 みよし市 みよし市 

豊明市 

６級地 ６％ 

 豊田市 

みよし市 

みよし市 

豊明市 

日進市 

長久手市 

東郷町 

豊明市 

日進市 

長久手市 

東郷町 

日進市 

長久手市 

東郷町 

７級地 ３％ 

豊田市 

豊明市 

日進市 

長久手市 

みよし市 

東郷町 

豊明市 

日進市 

長久手市 

東郷町 

   

その他 ０％      
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